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154 オ ー
ス テ ナ イ ト ス テ ン レ ス 溶着 鋼 の 耐孔 食 性 に つ い て
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　 オ ース テ ナ イ ト ス テ ン レ ス 鋼の 溶接材料に つ い て は ， 炭素鋼や低合金鋼 の 溶接 と同 じよ うに ， 母材 と類

似の 化学成分 を持 つ た材料 を選定 する の が 常識 とな つ て い る 。 し か し ，溶 接 部 を含ん だ オ
ー

ス テ ナ イ ト ス

テ ン レ ス 鋼 の 構 造物 をあ る種の 腐食環 境で使用 した場合 ，溶接部 の み が選択的に 孔食 を受け る例が ある 。

こ の 選 択腐 食 に つ い て は ， 環 境 条 件 の 他 ， 溶 接 部 の 局部電位 ， 化学成分 ， 組織 な らび に 応 力 な ど が 影響す

る と考え られ る が ， 筆者 らは こ の 間 の 関係 を 明確に し ， 腐食環境下 に お け る適正 溶接 材料の 選定 を行な う

こ とを 目的 と して ， 各種 オ
ー

ス テ ナ イ ト ス テ ン レ ス 溶着鋼 の 分 極電位の 測 定 と，Fe643 溶 液 を用 い た孔 食

テ ス トを 行な い ， 溶着鋼 の 耐孔食性 の 傾 向を求め た 。
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　 2． 供 試 材 料

　供 試溶接材料 と し て は ，「 ロ 種類の 市

販被覆 ア ーク 溶接 材料 と 2 種 類 の 試作材

料 を採用 し た 。 溶着金属 の 化学 成 分 は 表

1 の通 b で ある 。

　 こ れ らの 溶接 材料 に て ， SUS504 鋼

板 （150 × 50 × 1　2．5　t ） 上 に ， 厚 さ

12 ・Ttm 以 上 の 肉盛 溶接 を行 左 い ，こ の 溶

着金属 よ b孔食 試験於 よび貫通電位測定

用の 試験片 を採 取 した 。

　尚 こ の 試験片 は溶接 の ま ま と，1D50 ℃

XO ，5hr の 熱処 理 を した もの の 2 種類 作

成 した 。
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　 5． 試 験 方 法

　 5．1　 貫通電位 の 測定

　図 tに示 す よ うな装置を用 い ， 5 ％ Nace

溶 液 （SO
’
e ）中で の各 試料 の 分極 曲線 を求め ，

外部電流 ris　D．　1　m ’A／
’
Od の 時 の 電位 を貫 通 電位

と した 。

　 5．2　 塩化第二鉄溶液 に よる腐食 試 験

1 ％：おeよび 5 ％ Fe ε6s →−Nン
／201麗 彡 溶液 （50

’
C ）に 各 試料 を 24hr 浸漬 し ， そ の 腐 食減量

を求 めた 。
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　 4， 試 験 結 果

　結 果 の 一例 を図 1 ， 2 に 示 す 。 （試料 はす べ て As　Weld で あ る 。 ）本実験 よ り次の 事が 明確 とな つ た Q

回 　腐 食減 量 と貫 通電 位 の 間 に は 密 接左 関係がある 。

  　腐食減量に つ い て ，同系の 場合 （D508 ， 517 ）は フ エ ラ イ ト量が 多 い 程耐食 性 が 良 い 。

　　 しか し ，
一般的に は 耐食性に 寄与 する の は フ エ ラ イ ト量 とい うよ りは ，Cr 量 ま た は Cr ＋ 2．5Mo 量

　　 で 特 に M 。 添加 が 耐食性 向 上 に 効果 が 認 め ら れ る 。

（c） 各鋼種 間 の 耐孔食性の

　　 良否 は ， 熱 処理 の 有無

に あま り影 響 され な い

が ，熱 処理 に よつ て 腐

食減量は 減少する傾 向

があ る 。

　 5． あ と が き

　本実 験 に よ b オ ース テ ナ

イ ト ス テ ン レ ス 溶着鋼 の 耐

孔食性に 寄与 す る因子 が明

確 とな つ た 。 母 材 の デ ータ

が 少な く検 討不足 で は ある

が ， 本実験に よ つ て も溶着

鋼は 母 材 よ り腐 食減量 が 大

き い 結果 も得 ら

れ て い る o 2e262422
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図 　 　各 隷 溶 緕 金 概 の 賃 通 電 位 と寓 食 漑 員 り 関 係
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